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は
じ
め
に

２
０
２
３
年
3
月
3
日
午
後
５
時
過
ぎ
、
私
の
事
務
所
に
１
本
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

―
大
阪
維
新
の
会
で
す
け
ど
、
そ
ち
ら
『
路
上
の
ラ
ジ
オ
』
さ
ん
？

は
い
。

―
西
谷
さ
ん
？

は
い
、
西
谷
で
す
。

―
公
開
討
論
会
を
す
る
そ
う
だ
が
、
な
ぜ
こ
ん
な
集
会
を
す
る
の
？
　
ど
ん
な
内
容
に
な
る
の
？
　
何
を
聞
く

の
？す

い
ま
せ
ん
、
と
こ
ろ
で
あ
な
た
は
維
新
の
ど
ち
ら
さ
ん
で
す
か
？

―
成
松
や
。
で
、
ど
ん
な
質
問
を
す
る
の
？

大
阪
市
政
に
関
す
る
こ
と
、
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
や
教
育
行
政
、
子
育
て
政
策
な
ど
一
般
的
な
質
問
を
す
る
つ
も
り
で
す
。
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―
3
月
13
日
は
先
約
が
あ
る
の
で
、
横
山
は
出
席
し
ま
せ
ん
。

欠
席
で
す
ね
？
　
で
、
ど
の
よ
う
な
用
事
が
あ
る
の
で
す
か
？

―
な
ん
で
、
そ
れ
を
言
わ
な
ア
カ
ン
ね
ん
。

い
え
、
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
市
民
の
方
に
、
横
山
さ
ん
は
「
こ
の
用
事
が
あ
る
の
で
、
欠
席
で
す
」
と
説
明
せ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
、
ど
ん
な
用
事
で
す
か
？

―
別
件
が
あ
る
ん
や
、
別
件
や
。

用
事
の
内
容
は
言
っ
て
も
ら
え
な
い
の
で
す
ね
。
で
は
欠
席
と
い
う
こ
と
で
。

―
い
や
、
欠
席
の
方
向
や
。
調
整
は
す
る
。
今
の
と
こ
ろ
は
欠
席
や
。

一
方
的
に
電
話
が
切
れ
た
。
こ
こ
で
少
し
前
後
の
解
説
が
必
要
だ
ろ
う
。

２
０
２
３
年
春
の
統
一
地
方
選
挙
、
私
が
一
番
注
目
し
て
い
た
の
が
大
阪
市
長
選
挙
だ
っ
た
。
夢
洲
は
大
阪
市
の
土

地
で
あ
る
。
カ
ジ
ノ
建
設
の
た
め
の
土
壌
改
良
や
地
盤
沈
下
、
液
状
化
対
策
に
か
か
る
費
用
は
一
義
的
に
は
大
阪
市
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
万
博
と
カ
ジ
ノ
で
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
と
税
金
を
突
っ
込
む
大
阪
市
は
、
下
手
を
す
れ
ば
破
産
す

る
。
こ
の
時
点
で
大
阪
知
事
選
挙
は
、
反
維
新
が
谷
口
真
由
美
と
辰
巳
孝
太
郎
に
割
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
戦
う
前
か
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ら
吉
村
圧
勝
が
予
想
さ
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
大
阪
市
長
選
挙
は
１
対
１
の
ガ
チ
ン
コ
勝
負
。
維
新
か
ら
は
新
人
の
横
山
英
幸
、
反
維
新
か
ら
は

自
民
党
を
離
党
し
無
所
属
で
出
馬
を
決
め
た
北
野
妙
子
。
維
新
は
松
井
一
郎
が
引
退
し
、
知
名
度
の
低
い
横
山
。
一
方

の
北
野
は
大
阪
都
構
想
に
反
対
し
、
多
数
の
テ
レ
ビ
出
演
を
こ
な
し
た
住
民
投
票
勝
利
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
。
知
事
選
挙

で
は
な
く
、
大
阪
市
長
選
挙
こ
そ
が
一
大
決
戦
に
な
る
と
予
想
し
た
。

そ
こ
で
2
月
15
日
に
２
人
に
公
開
質
問
状
を
提
出
し
た
。

質
問
は
２
つ
。

①
夢
洲
Ｉ
Ｒ
を
ど
う
す
る
か
？

②
大
阪
万
博
を
ど
う
す
る
か
？

北
野
か
ら
は
す
ぐ
に
返
事
が
き
た
。
カ
ジ
ノ
は
住
民
投
票
を
行
っ
て
、
そ
の
結
果
に
従
う
。
万
博
は
予
定
ど
お
り
開

催
す
る
。
横
山
陣
営
か
ら
は
締
め
切
り
を
過
ぎ
て
も
回
答
が
返
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
な
の
で
電
話
を
か
け
て
「
回
答
拒

否
と
い
う
こ
と
で
す
か
？
」
と
質
問
し
た
ら
、
応
対
し
た
事
務
員
は
「
横
山
に
聞
い
て
み
ま
す
」。
締
め
切
り
を
す
ぎ

て
か
ら
回
答
が
来
た
。
カ
ジ
ノ
も
万
博
も
予
定
ど
お
り
推
進
、
だ
っ
た
。

こ
の
時
点
で
公
開
討
論
会
を
企
画
し
、
3
月
13
日
（
月
）
の
淀
川
区
民
ホ
ー
ル
を
押
さ
え
た
。
両
者
と
も
淀
川
区
の

選
出
議
員
で
、
地
元
の
人
々
に
多
数
来
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
討
論
会
へ
の
出
欠
を
問
う
文
書
を
3
月
1
日

に
郵
便
書
留
で
送
っ
た
。
出
欠
の
返
信
は
3
月
9
日
を
締
め
切
り
と
し
た
。
北
野
陣
営
か
ら
は
す
ぐ
に
出
席
の
ハ
ガ
キ

が
返
っ
て
き
た
。
横
山
陣
営
か
ら
の
ハ
ガ
キ
を
待
っ
て
い
た
3
月
3
日
、
成
松
を
名
乗
る
人
物
か
ら
冒
頭
の
電
話
が
か

はじめに
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か
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

「
は
て
、
成
松
？
」

切
れ
た
電
話
の
前
で
、
記
憶
を
た
ど
る
。
も
し
か
し
て
成
松
圭
太
！
　
私
は
２
０
２
２
年
11
月
に
「
統
一
教
会
の

闇
、
安
倍
政
治
の
闇
〜
ま
だ
止
め
ら
れ
る
大
阪
カ
ジ
ノ
」
を
上
梓
し
た
の
だ
が
、
そ
の
巻
末
に
付
録
と
し
て
「
維
新
不

祥
事
ワ
ー
ス
ト
10
」
を
書
い
た
。
維
新
は
あ
ま
り
に
も
不
祥
事
と
暴
言
が
多
す
ぎ
て
（
苦
笑
）
10
に
絞
る
の
が
難
し

か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
輝
け
る
１
位
に
選
ん
だ
の
が
成
松
だ
。

私
は
拙
著
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

◇

第
１
位
は
成
松
圭
太
。
梅
村
み
ず
ほ
参
議
院
議
員
の
公
設
第
１
秘
書
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
公
設
秘
書
の
給
与
は
税
金

だ
。
21
年
４
月
25
日
、
コ
ロ
ナ
で
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
い
る
と
き
に
、
成
松
は
堺
市
の
知
人
宅
に
集
ま
っ
て
数
人
で

飲
酒
。
そ
こ
で
知
人
と
口
論
と
な
り
、
近
所
に
止
め
て
い
た
車
を
運
転
（
飲
酒
運
転
の
疑
い
が
濃
い
）、
午
前
２
時
過

ぎ
に
知
人
宅
に
戻
っ
た
成
松
は
、
そ
の
知
人
を
車
で
は
ね
た
上
に
、
さ
ら
に
車
か
ら
降
り
て
男
性
の
顔
面
を
殴
打
、
殺

す
ぞ
、
と
脅
か
し
た
。
幸
い
男
性
は
頭
や
足
に
怪
我
を
負
っ
た
だ
け
で
す
ん
だ
。

大
阪
府
警
は
成
松
を
殺
人
未
遂
容
疑
で
逮
捕
し
た
。
梅
村
み
ず
ほ
議
員
は
す
ぐ
に
記
者
会
見
し
、
成
松
を
解
雇
。
会

見
で
梅
村
は
「
日
頃
の
勤
務
態
度
も
真
面
目
で
人
付
き
合
い
も
よ
か
っ
た
」
と
釈
明
。
普
段
か
ら
人
付
き
合
い
が
よ

か
っ
た
ヤ
ツ
が
殺
人
未
遂
を
起
こ
す
か
！
　
誰
か
も
っ
と
突
っ
込
め
よ
。
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橋
下
徹
が
大
阪
府
知
事
に
当
選
し
た
２
０
０
８
年
以
来
、
私
は
維
新
の
不
祥
事
や
暴
言
を
ウ
ォ
ッ
チ
し
て
き
た
。
あ

ま
た
の
女
性
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
や
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
詐
欺
的
な
公
金
受
領
、
イ
ソ
ジ
ン
発
言
に
代
表
さ
れ
る
お
騒

が
せ
事
件
な
ど
、
数
え
き
れ
な
い
く
ら
い
の
不
祥
事
が
続
い
た
が
、
ま
さ
か
「
殺
人
未
遂
」
ま
で
。
も
う
驚
き
を
通
り

越
し
て
呆
れ
る
し
か
な
い
。

そ
の
後
成
松
は
ど
う
な
っ
た
か
？
　
被
害
者
と
示
談
が
成
立
し
て
、
殺
人
未
遂
容
疑
が
傷
害
事
件
に
格
下
げ
さ
れ
、

な
ん
と
不
起
訴
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
成
松
は
22
年
６
月
に
日
本
維
新
の
会
の
党
職
員
に
再
雇
用
さ

れ
た
の
だ
。
な
ぜ
か
？
　
成
松
は
維
新
の
府
議
会
議
員
で
大
阪
市
西
区
か
ら
出
て
い
る
横
倉
廉
幸
の
娘
婿
な
の
だ
。
松

井
は
こ
の
横
倉
に
世
話
に
な
っ
て
い
て
頭
が
上
が
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
究
極
の
縁
故
資
本
主
義
で
あ

る
。
公
務
員
や
生
活
保
護
受
給
者
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
に
厳
し
く
、
身
内
に
甘
い
。
知
人
を
殴
り
車
で
轢
い
た
人
物

を
、
党
の
職
員
に
す
る
。
そ
れ
が
現
在
の
維
新
の
会
で
あ
る
。

◇

少
々
引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
の
成
松
が
電
話
を
か
け
て
き
た
の
で
は
な
い
か
？
　
そ
し
て
、
成
松
は
こ
の
選
挙

戦
に
お
け
る
「
メ
デ
ィ
ア
担
当
」
な
の
だ
そ
う
だ
。
も
し
「
不
祥
事
列
伝
」
第
１
位
の
成
松
と
同
一
人
物
な
ら
ば
、
わ

ず
か
2
年
前
に
「
殺
人
未
遂
」
で
逮
捕
さ
れ
て
起
訴
さ
れ
か
け
た
人
が
、
堂
々
と
復
活
さ
せ
て
も
ら
い
、
そ
し
て
今

は
、
マ
ス
コ
ミ
対
策
の
最
前
線
に
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
っ
て
維
新
の
実
態
を
表
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
？

と
、
こ
こ
ま
で
書
い
て
衝
撃
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
な
ん
と
こ
の
成
松
の
「
雇
用
主
」
だ
っ
た
梅
村
み

ず
ほ
議
員
が
、
参
議
院
本
会
議
で
「
支
援
者
が
（
死
亡
し
た
ス
リ
ラ
ン
カ
人
の
）
ウ
ィ
シ
ュ
マ
さ
ん
に
『
病
気
に
な
れ

はじめに
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ば
仮
釈
放
さ
せ
て
も
ら
え
る
』
と
助
言
し
て
淡
い
期
待
を
抱
か
せ
、
詐
病
の
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
る
状
況
に
つ
な
が
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
」「
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る
体
調
不
良
で
亡
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
、
事
実
と

ま
っ
た
く
異
な
る
底
意
地
の
悪
い
発
言
を
行
っ
た
。
さ
す
が
に
法
務
委
員
を
更
迭
さ
れ
た
が
、
ま
だ
梅
村
議
員
は
「
信

念
に
基
づ
き
発
言
し
て
い
る
」
と
開
き
直
っ
た
ま
ま
だ
。

こ
の
議
員
に
し
て
こ
の
秘
書
あ
り
。
死
者
を
冒
涜
す
る
議
員
と
殺
人
未
遂
の
秘
書
。

本
来
な
ら
、
こ
れ
だ
け
で
維
新
の
支
持
率
が
ガ
タ
減
り
す
べ
き
だ
が
、
残
念
な
が
ら
「
い
ま
総
選
挙
を
す
れ
ば
維
新

の
躍
進
は
確
実
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
？
大
阪
の
反
維
新
側
に
は
何
が

足
り
な
か
っ
た
の
か
？
を
分
析
し
、「
次
こ
そ
維
新
政
治
を
終
わ
ら
せ
る
展
望
」
を
解
き
明
か
そ
う
と
思
う
。

ぜ
ひ
最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
、「
ま
だ
カ
ジ
ノ
は
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」「
次
の
解
散
総
選
挙
こ
そ
野
党

共
闘
で
戦
う
べ
き
こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
確
信
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
あ
き
ら
め
ず
に
声
を
あ
げ
る
、
そ
し
て
投
票
率
を

上
げ
て
政
治
を
変
え
る
。
暗
黒
の
日
本
に
晴
れ
間
を
も
た
ら
す
。
拙
著
が
そ
ん
な
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
２
０
２
３
年
５
月

西
谷
文
和
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Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
・
3
　
な
ん
ぼ
で
も
言
う
で
。
維
新
は
断
罪
や

･

【
対
談
】
日
本
城
タ
ク
シ
ー
社
長

　坂
本 

篤
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業
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社
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カ
ジ
ノ
が
で
き
れ
ば
、
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は
マ
フ
ィ
ア
の
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は
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あ
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ん
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を
埋
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で
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Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
・
4
　
立
憲
民
主
党
よ
、
原
点
に
立
ち
返
れ
！

･

【
対
談
】
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　横
田 

一･ ･･････
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統
一
教
会
の
聖
地
で
票
を
減
ら
し
た
安
倍
陣
営････････････････････････････････････････････････

112

山
口
4
区
は
「
安
倍
帝
国
」
か
ら
「
林
帝
国
」
へ･････････････････････････････････････････････

115

二
世
、
三
世
ど
こ
ろ
か
四
世
議
員
誕
生･･･････････････････････････････････････････････････････

118

山
口
2
区
は
本
来
の
野
党
共
闘
が
大
善
戦･････････････････････････････････････････････････････

120

奈
良
県
知
事
選
で
の
保
守
分
裂
を
突
い
た
維
新････････････････････････････････････････････････

123

和
歌
山
の
補
欠
選
挙
で
も
自
民
は
自
滅･･･････････････････････････････････････････････････････

126

立
憲
民
主
党
を
希
望
の
党
の
流
れ
か
ら
取
り
戻
せ･････････････････････････････････････････････
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Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
・
5
　
「
お
祭
り
資
本
主
義
」
で
大
阪
は
破
産
へ
ま
っ
し
ぐ
ら

･

【
ル
ポ
】
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　西
谷 

文
和･･ ･･････
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ト
ラ
ッ
ク
の
土
か
ら
も
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れ
る
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者
の
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137



12

「
維
新
圧
勝
」
を
支
え
る
巨
大
利
権
に
よ
る
集
票
マ
シ
ー
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大
阪
市
を
見
捨
て
て
お
け
な
い
思
い
で
立
候
補

―
今
日
の
テ
ー
マ
は
「
そ
れ
で
も
見
捨
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
大
阪
市
。
市
長
選
挙
か
ら
見
る
再
生
の
方
向
」
で

す
。
ま
ず
は
何
よ
り
も
お
疲
れ
様
で
し
た
。
立
候
補
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

北
野
妙
子
　
い
え
、
感
謝
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
…
…
。

―
い
や
い
や
、
一
時
は
不
戦
敗
な
の
か
？
と
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た
し
、
有
力
候
補
に
よ
る
１
対
１
の
ガ
チ
ン
コ

勝
負
。
維
新
が
ど
ん
な
集
団
な
の
か
、
選
挙
で
明
ら
か
に
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
し
た
し
。

北
野

　確
か
に
不
戦
敗
と
い
う
選
択
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
立
候
補
を
表
明
さ
れ
た
の
は
23
年
２
月
８
日
で
し
た
ね
？

北
野

　は
い
、
正
式
に
は
。
で
も
表
に
出
た
の
は
２
月
１
日
で
し
た
。
前
日
の
１
月
31
日
に
後
援
会
幹
部
に
「
出
ま

す
」
と
申
し
上
げ
た
の
を
、
新
聞
社
に
裏
を
取
ら
れ
て
記
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
。

―
そ
う
か
、
新
聞
発
表
が
先
。

北
野

　翌
朝
、
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
の
玄
関
口
に
記
者
さ
ん
た
ち
が
鈴
な
り
に
な
っ
て
（
笑
）
。
「
あ
ー
、
え
ら
い
こ
っ

ち
ゃ
」
と
。
ま
だ
ほ
と
ん
ど
相
談
し
て
な
い
の
に
（
苦
笑
）
。

PART.1　それでも見捨てられへん大阪

15

―
維
新
は
あ
の
時
点
で
す
で
に
市
長
候
補
を
公
募
で
選
ん
で
、
横
山
英
幸
に
決
定
済
み
。
す
で
に
立
候
補
を
表
明

し
て
ま
し
た
か
ら
ね
。

北
野

　同
じ
淀
川
区
の
選
出
で
す
か
ら
、
各
方
面
か
ら
冷
や
か
さ
れ
る
ん
で
す
。
「
が
ん
ば
り
や
」
と
い
う
の
も
あ
り

ま
し
た
が「
（
ど
っ
ち
が
勝
っ
て
も
）
淀
川
区
か
ら
市
長
が
誕
生
す
る
ん
や
ね
、
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
」
（
笑
）
な
ど
。

―
横
山
候
補
が
淀
川
区
の
府
議
会
議
員
で
、
北
野
さ
ん
は
市
会
議
員
。
同
じ
区
内
で
ガ
チ
ン
コ
対
決
。

北
野

　彼
が
３
期
で
、
私
は
先
に
議
員
に
な
っ
て
ま
し
た
の
で
、
新
人
の
頃
か
ら
ず
っ
と
知
っ
て
ま
し
た
。

―
北
野
さ
ん
は
５
期
？

北
野

　最
初
は
補
欠
選
挙
で
入
っ
た
の
で
、
４
期
プ
ラ
ス
α
で
す
。

―
大
阪
府
知
事
選
挙
は
反
維
新
側
が
分
裂
し
て
し
ま
い
ま
し
た
、
辰
巳
孝
太
郎
と
谷
口
真
由
美
に
。
そ
の
上
に
吉

村
人
気
が
絶
大
。
「
知
事
選
挙
は
ア
カ
ン
や
ろ
な
」
と
早
々
に
あ
き
ら
め
ム
ー
ド
。
だ
か
ら
よ
け
い
に
市
長
選
挙
に
注

目
が
集
ま
っ
た
。
１
対
１
の
ガ
チ
ン
コ
、
な
お
か
つ
松
井
一
郎
が
引
退
し
、
横
山
候
補
は
新
人
で
知
名
度
が
低
い
。
そ

し
て
夢
洲
は
大
阪
市
の
土
地
。
北
野
さ
ん
は
都
構
想
の
住
民
投
票
の
時
に
反
対
の
側
で
奮
闘
さ
れ
て
、
名
前
は
あ
る
程

度
通
っ
て
い
る
。
私
を
含
め
、
多
く
の
人
た
ち
が「
大
阪
市
長
選
挙
が
一
大
決
戦
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

北
野

　確
か
に
そ
う
言
わ
れ
て
ま
し
た
。
当
時
、
私
は
自
民
党
の
執
行
部
側
に
い
ま
し
た
。
市
会
議
員
団
の
前
幹
事
長
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で
大
阪
府
連
の
女
性
局
長
だ
っ
た
の
で
、
候
補
者
を
選
ぶ
側
に
い
た
の
で
す
。
数
多
く
の
方
と
お
会
い
し
て
、
断
ら
れ

て
は
次
に
行
き
（
苦
笑
）
、
み
た
い
な
。
こ
れ
を
半
年
以
上
繰
り
返
し
て
ま
し
た
。

―
水
面
下
で
半
年
も
。

北
野

　今
だ
か
ら
言
え
ま
す
が
。

―
選
ぶ
側
の
立
場
の
人
が
選
ば
れ
て
し
ま
っ
た
。

北
野

　は
い
。

―
大
阪
市
を
見
捨
て
て
お
け
な
い
、
と
い
う
危
機
感
が
あ
っ
た
？

北
野

　は
い
。
で
す
の
で
、
か
な
り
有
力
な
方
に
も
お
会
い
し
て
ま
し
た
。
「
こ
の
人
が
出
て
く
れ
は
っ
た
ら
、
勝
て

る
や
ろ
な
」
と
い
う
く
ら
い
の
方
で
す
。
最
終
的
に
断
ら
れ
た
の
が
1
月
31
日
。
答
え
を
待
っ
て
い
る
間
に
心
が
揺
れ

ま
し
た
。
そ
の
方
に
出
て
い
た
だ
く
に
は
、
い
ろ
ん
な
も
の
を
犠
牲
に
し
て
い
た
だ
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
ご
家
庭

や
お
仕
事
な
ど
を
。
お
願
い
し
た
そ
の
方
が
、
す
ま
な
さ
そ
う
に
断
ら
れ
る
姿
を
見
な
が
ら
「
私
が
も
し
出
る
と
し
た

ら
、
何
を
犠
牲
に
す
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
自
問
自
答
し
ま
し
た
。
当
時
は
淀
川
区
か
ら
６
期
目
の
市
議
を
目
指
す
つ
も

り
で
、
公
認
も
い
た
だ
い
て
ま
し
た
。
市
会
議
員
選
挙
に
専
念
す
る
準
備
を
、
他
の
行
政
区
の
候
補
者
調
整
と
同
時
に

進
め
て
い
ま
し
た
。
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―
個
人
的
に
は「
北
野
さ
ん
が
市
長
選
挙
に
出
て
く
れ
た
ら
な
ー
」
と
思
っ
て
ま
し
た
。
で
も
淀
川
区
を
車
で
通
っ

た
ら
、
ポ
ス
タ
ー
貼
っ
て
あ
っ
た
。
や
は
り
北
野
さ
ん
は
市
議
に
出
は
る
ん
や
な
、
と
。

北
野

　で
し
ょ
？
　
だ
か
ら
地
元
の
支
援
者
に
は
確
か
に
混
乱
は
生
じ
ま
す
。
で
も
私
自
身
、
い
ろ
ん
な
方
に
断
ら
れ

て
い
く
中
で
、
捨
て
な
い
と
い
け
な
い
も
の
、
犠
牲
に
す
る
も
の
は
あ
ま
り
な
い
な
ー
、
と
。
「
誰
か
が
出
な
ア
カ
ン

の
や
っ
た
ら
、
行
こ
う
」
と
決
心
し
た
の
が
、
有
力
候
補
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
ア
ン
サ
ー
を
聞
い
た
時
。
も
う
こ
れ
以
上
ゴ

タ
ゴ
タ
す
る
の
は
避
け
た
い
、
と
。

―
だ
っ
て
1
月
31
日
。
選
挙
の
２
ヵ
月
前
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が
も
う
そ
こ
ま
で
。

北
野

　4
年
前
の
、
前
回
の
選
挙
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
や
は
り
無
所
属
で
出
ら
れ
た
柳
本
顕
さ
ん
。
自
民
党
の
推
薦

で
立
候
補
さ
れ
た
の
で
す
が
、
あ
の
時
す
で
に
参
議
院
の
候
補
と
し
て
内
定
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
剥
ぎ
取
る
よ

う
に
し
て
（
苦
笑
）
出
て
も
ら
っ
た
。
ご
本
人
も
相
当
、
抵
抗
や
葛
藤
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
確
か
に
。
順
当
に
行
け
ば
、
ほ
ぼ
参
議
院
議
員
に
な
れ
る
。

北
野

　選
挙
で
す
か
ら
、
わ
か
り
ま
せ
ん
が
。

―
は
い
。
し
か
し
大
阪
選
挙
区
の
定
数
が
４
あ
る
の
で
、
自
民
党
候
補
な
ら
ま
あ
、
入
り
ま
す
よ
。

北
野

　そ
れ
に
加
え
て
、
柳
本
さ
ん
は
そ
れ
ま
で
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
準
備
し
て
、
事
前
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
割
い
て
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こ
ら
れ
た
わ
け
で
。

―
あ
る
種
、
自
己
犠
牲
の
精
神
。
実
は
、
柳
本
さ
ん
に
も
こ
の
ラ
ジ
オ
に
出
て
い
た
だ
い
て
る
ん
で
す
。

北
野

　そ
う
で
し
た
か
。
柳
本
さ
ん
は
大
阪
に
か
け
る
愛
と
か
情
熱
と
か
、
余
人
を
も
っ
て
代
え
難
い
候
補
者
だ
っ
た

も
の
の
、
参
議
院
選
挙
、
つ
ま
り
国
政
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
直
前
。
犠
牲
に
し
た
も
の
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
な
、

と
。
あ
の
時
の
も
め
た
経
緯
、
柳
本
さ
ん
に
固
ま
る
何
週
間
か
の
時
間
消
費
を
考
え
ま
す
と
、
「
次
、
誰
に
お
願
い
す

る
？
」
と
い
う
相
談
が
入
る
前
に
、「
も
う
私
が
手
を
挙
げ
よ
う
」
と
決
意
し
ま
し
た
。

公
開
討
論
会
に
来
な
か
っ
た
横
山
英
幸
候
補

―
松
井
市
長
は「
カ
ジ
ノ
に
は
税
金
を
使
い
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
た
の
に
７
９
０
億
円
の
公
金
投
入
。
夢
洲
で
カ
ジ

ノ
す
る
の
は
危
険
や
で
、
っ
て
言
う
て
る
の
に
強
引
に
進
め
て
ま
し
た
。
都
構
想
は
住
民
投
票
を
す
る
の
に
、
カ
ジ
ノ

で
は
や
ら
な
い
。
誰
か
出
て
ほ
し
い
な
ー
と
渇
望
し
て
た
時
で
す
よ
。
北
野
さ
ん
の
決
意
を
聞
い
て
、
私
は
喜
び
ま
し

た
。
そ
の
後
「
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
な
？
」
と
。
そ
れ
で
大
阪
市
長
選
挙
に
限
っ
て
、
横
山
さ
ん
、
北
野
さ
ん

で
公
開
討
論
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

北
野

　そ
う
で
し
た
ね
、
呼
び
か
け
て
い
た
だ
い
て
。
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―
『
路
上
の
ラ
ジ
オ
』
主
催
で
ね
。

北
野

　そ
れ
も
選
挙
戦
の
早
々
に
。

―
3
月
13
日
に
。
で
も
横
山
候
補
に
は
来
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

北
野

　出
欠
の
返
事
を
、
か
な
り
待
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
し
ょ
？

―
は
い
。

北
野

　討
論
会
で
す
か
ら
、
た
ぶ
ん
シ
ナ
リ
オ
は
な
い
ん
だ
ろ
う
な
、
と
。

―
は
い
。
質
問
事
項
は
①
夢
洲
Ｉ
Ｒ
を
ど
う
す
る
か
？
　
②
万
博
を
ど
う
す
る
か
？
　
③
教
育
や
子
育
て
施
策
、

な
ど
で
、
ガ
チ
ン
コ
で
話
し
合
っ
て
も
ら
お
う
、
と
。

北
野

　し
か
も
場
所
が
淀
川
区
民
ホ
ー
ル
で
し
た
ね
。

―
予
約
し
た
ん
で
す
よ
。
淀
川
区
民
ホ
ー
ル
は
結
構
行
事
が
詰
ま
っ
て
て
、
予
約
が
難
し
い
ん
で
す
よ
。
で
も
淀

川
区
に
こ
だ
わ
っ
て
（
笑
）
。
お
互
い
の
選
出
区
で
、
地
元
有
権
者
に
来
て
も
ら
お
う
と
。

北
野

　両
陣
営
と
も
知
っ
て
る
区
民
が
対
象
で
、
し
か
も
選
挙
戦
の
口
火
が
切
ら
れ
た
時
期
。
こ
の
公
開
討
論
会
が
呼
び

水
に
な
っ
て
テ
レ
ビ
の
地
上
波
と
か
、
他
団
体
か
ら
も
公
開
討
論
会
の
お
声
が
か
か
っ
て
く
る
の
か
な
、
と
思
っ
て
い
ま




